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1 はじめに
顧客仕様の多様化により、個別受注はもとより、量
産メーカにおいても BOMの重要性が高まっている。
しかし、製品ライフサイクルの短命や製品の多様化に
対して、マスタデータの標準化、データベースを統一
管理するような方法では対応できなくなってきている。
本研究ではサービス指向アーキテクチャを用いて、ソ
フトウェア的考え方にしたがって、業務ごとの目的別
BOMシステムをサービス単位として連携し、企画か
ら製造、販売を有機的にシームレスに連携する BOM
サービス（BOM-S）システムを提案する。
今回は、第一報として、BOM-Sのシステムの概念
と構成について報告する。

2 SOAによるBOMシステムの連

携
グローバル生産時代の中で、多くの会社は最適な設
計、生産の拠点を求めて、事業を全国範囲または全世
界規模で展開している。また，目的別 BOM（例えば、
設計用部品表、生産用部品表、販売用部品表等）は業
務の内容と使用目的別に部品表を設計され、部品を限
定した上で作業を進めれば標準化，モジュール化も推
進され，製品競争力の向上につながる。グローバルな
生産拠点別に使っている生産BOM、関連会社や独立販
売会社が開発・運用している販売 BOMはそれぞれの
体系と情報システムプラットフォームが異なっており、
企業全体の業務プロセスをスムーズに行うためには、
目的別 BOMを高度な情報システムより有効的に利用
しなければならない。この問題を解決する方法として
はサービス指向アーキテクチャ(SOA)のソフトウェア
的な考え方である。

SOAを利用する理由として、ビジネス環境変化や業
務形態の複雑化に、迅速に対応できる柔軟性や拡張性
が挙げられる。また、Webサービスが標準技術として
登場し、.NETや Javaなどの業務アプリケーション開
発の主要プラットフォームも次々とWebサービスに
対応したことでサービスアーキテクチャを実装する環
境を整えてきている。
本研究では BOM-Sシステムを開発する際にアプリ
ケーションの拡張性と柔軟性を高めるためにサービス
の粒度を開発者レベルに定義した SOAを用いる。ま
た、各ビジネスプロセスを連携するためにサービス粒
度をシステム管理者の業務プロセス・レベルのアーキ
テクチャに適用する。
本研究では、製造業の業務プロセスを中心に BOM
サービスシステム（BOM-S）を適応例とする。
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3 BOM-Sシステムの構成
3.1 システムの概要

BOM-Sシステムは多品種中量生産会社における設
計BOM、生産BOMと販売BOMを有機的に連携し、
販売から企画、設計、製造アクティビテイをシームレ
スにサービスする SOAシステムである。このシステ
ムは次のような概念のもとに構築されている。

• BOM-Sは異なるアプリケーションに接続するた
めには、BOM-S自体には特定なシステムプラッ
トフォームに依存しない。BOM-Sを構築するに
は既存の標準技術を使う。

• あらかじめに用意した標準インタフェース定義ファ
イルを取得し、その定義ファイルから生成したス
タブを使ってシステムの連携を図る。

• サービスを利用するときには、業務内容により管
理者が意思決定をする必要がある場合、非同期連
携することが可能である。

3.2 機能構成と詳細
3.2.1 ビジネスプロセスの流れ

本システムではビジネスプロセスの流れを以下のよ
うに示している。

1. 商品受注：顧客から商品受注され、販売 BOMに
より商品在庫確認し、欠品問合わせか再生産かを
判断し、処理する。

2. 欠品通知、問い合わせ：欠品通知を受け取り、他
の拠点に在庫照会し、取り寄せ可能な移動元を決
定する。

3. 再生産指示：他拠点から取り寄せにより問題を解
決できない場合、一般商品の再生産指示を出す。
販売 BOMを更新しない。

4. 再設計指示：他拠点から取り寄せにより問題を解
決できない場合、特注商品の再設計指示を出す。
設計 BOMを更新する。

5. 再設計後の再生産指示：更新した設計 BOMを参
照し、新しい生産 BOMを作成する

6. 受注を受け入れ：更新した生産 BOMにより、新
しい販売 BOMを生成する

3.2.2 コラボレーションアクティビティの設計

BOM-Sシステムを実装するために詳細なビジネスプ
ロセスモデリングはBPMN表記法を用いて設計する。
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図 1: ビジネスプロセス流れ

販売システム、生産システム、設計システムはそれぞ
れ自分のプール内で業務プロセスが動いている。プー
ル間のデータ送受信はメッセージフローで行なう。販
売システムプール内の「他拠点に問合わせ」の結果は
欠品問題解決できない場合、生産システムプール内の
「再生産準備」を生産依頼メッセージフローで結ぶ。「再
生産依頼確定」完了後、販売システムの「受注の受け
入れ」にメッセージデータを返す。生産システムプー
ルと設計システムプール間は「設計BOM要求」と「再
設計準備」、「設計 BOMの更新」と「生産 BOMの作
成」を結ぶメッセージフローでデータを送受信する。
各業務プロセス内のサービス変更や新しいサービスの
追加があったとしても他の業務プロセスに影響しない。

図 2: コラボレーションアクティビティ

3.2.3 BOM-Sシステムの動作

コラボレーションアクティビティ図が示している商品
受注から始まる業務プロセスを BOM-Sシステムの動
作の一例として取上げる。販売システムは顧客から商
品を受注し、在庫確認したうえで、商品欠品により他拠
点に在庫照会するときにはXML/SOAPメッセージを

BOM-Sに送信し、BOM-Sが受信したメッセージデー
タをその利用したいサービスにリクエストとして再送
する。他拠点のサービスインタフェースをXML/SOAP
メッセージを受信し、既存システムデータフォーマッ
ド形式に変換してから在庫を照会する。照会した結果
はもう一度 XML/SOAPデータメッセージに変換し、
BOM-Sに経由して元サービスにレスポンスを送信す
る。また、BOM-S側はサービスコンポーネットを使っ
て、非同期連携する手法により、定期的にサービスを
呼び出し、信頼性高いシステム連携を実現することが
可能である。

図 3: BOM-Sシステム全体の構成

4 BOM-Sシステムの構築
現段階では、現状の業務を分析し、各サービスの配
置と情報の流れを整理し、システム構造を明確にした。
コラボレーションプロセスメッセージフローのリモー
トコントロール、メッセージのトレーサビリティ確保
がシステム構築成功の鍵である。ダイナミックメッセー
ジ生成とメッセージキューイング技術を検証してから
システムの実装を始める。

5 終わりに
本研究では SOAのソフトウェア的考え方にしたがっ
て、BPMNとWSDLを用いて、異なる業務内容の目
的別 BOMシステムを柔軟に連携した BOM-Sシステ
ムを提案した。これにより、開発・生産のリードタイ
ムの短縮、機動的な製造数量の調整、顧客ニーズの製
品への迅速な反映、製造工程の下流で発生した設計変
更を上流工程にフィードバックするなどが実現可能と
なる。
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